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目 的 

西条柿は中国地方の特産であり，島根県における六次産業化の作目としても重要なものである。筆者は

西条柿の悪酔い防止効果に着目し，「晩夕飲力」という西条柿抽出飲料の開発のシーズを提供した。本製

品は幼果，未熟果の摘果果実も一部使用し，未利用資源の活用も行っている。しかし，幼果や未熟果は

採取後，比較的早い段階で褐変，軟化するために，加工，調製工程に支障を来している。そこで，本研

究では，褐変，軟化防止対策を検討するために，そのメカニズムを解明することを目的とした。なお，

別途「晩夕飲力」の販売とマーケッティングに力点を置いたミッション研究「浜田市における農産物を

利用した特産品開発に関する研究」を，本研究と車の両輪のような関係で進めてきた。 

 

研究成果 

‘西条’幼果または未熟果の機能性利用の一環として，採取後の褐変防止について検討した。‘西条’成

熟果のドライアイス脱渋果についても，脱渋終了後数日で褐変が生じる。幼果の著しい褐変の機作解明

の一助として，本試料を用いて遺伝子解析を行った。リポキシゲナーゼ（PIP1）は無荷電の小さな溶質

や気体の輸送を担っている。ドライアイス処理を行うと著しくPIP1 の発現が抑制される。このことが，

ドライアイス脱渋処理でエチレン生成が誘導される一因となっているのかもしれない。エチレン生成の

誘導によって，フォスフォリパーゼの働きで生体膜のリン脂質が断片化され，リポキシゲナーゼ（LOX9）
が 9 の位置のOH を酸化しOOH としたものが，さらに分解を受けて再酸化（過酸化）されるという道

筋で，生体膜である，液胞膜と色素体の膜が劣化，開孔することで，液胞膜にあるポリフェノールと色

素体にあるポリフェノール酸化酵素（PPO）が細胞質またはシンプラストである細胞壁で接触し，酸化，

褐変するのではないかと考えている。事実，褐変を伴うカキ幼果試料では著しい電解質の漏出が認めら

れる。なお，褐変に関連するポリフェノールオキシダーゼ（PPO）の特性は，最適pH6.25，Km 値 8mM，

半減期 49 分であった。 
 

社会への貢献 

西条柿の抽出飲料として，筆者がシーズとなって発売している「晩夕飲力」は六次産業化産品として，

現在 JAいわみ中央で発売している。効能は悪酔い防止であり，エビデンスも英文論文として公表してい

る。このカキ果実の原料は幼果期または未熟期の摘果果実も一部利用しているので，今後確実な褐変防

止対策が確立されれば，食品分野での幅広い利用も可能になると考えられる。 

 

次年度に向けた検討状況 

愛宕’の樹上での PPO とペルオキシダーゼ（POD）を過熟期まで測定したところ，PPO は 15～
40unit/mgprotein/min.で変動しながら推移したが，POD は 12 月下旬から 1 月下旬にかけて，7 から

15，20 unit/mgprotein/min.まで増加した。POD と褐変は一般的に関連していると言われているため，

今後‘西条’幼果の褐変に関しても，POD の測定を行う予定である。また，これらの知見を総合して，
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褐変防止対策を検討する。 
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外部資金 

科学研究費基盤研究（C）「カキ果実の軟化およびエチレン生成誘導要因の解明」（平成 24～26 年度）代
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